
＜ 秋のみずべ公園 ～④カマキリ・バッタのなかま ＞

ひたち野うしく小４年生と歩いた秋のみずべ公園、今回はカマキリやバッタのなかまです。

ひたち野うしく小開校のころは、みずべ公園のカマキリで一番よく

見られたのはオオカマキリとこのハラビロカマキリで、その他、チ

ョウセンカマキリ、コカマキリも見つかりました。ここ数年は背の
せ

高い草が刈り取られるためか、オオカマキリやチョウセンカマキリは
か

年々少なくなっているように思います。そのためか、ハラビロカマキ

リばかりが目だつようになりました。

バッタのなかまでは、学校の水辺の塔やビオトープでも見られる
みず べ とう

コバネイナゴやオンブバッタ、ショウリョウバッタがここでも見

られました。珍しい種類ではありませんが、時期的にこれまでの
めずら しゅるい じ き てき

観察授業では見つかりにくかったショウリョウバッタモドキを、
かんさつじゅぎょう

今回は見つけてくれました。ショウリョウバッタとどこが違う？
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ハラビロカマキリ（左）と、

その卵のう（右２枚）。
らん まい

コバネイナゴ（左）とショウリョウバッタ

モドキ（中）、オンブバッタ（右）。

コカマキリ、つかまえた！


